
まちだ史考会 （会員のみ） 

第８０回 講 演 会 のお知らせ 
 

演 題 ：渋沢栄一「幕末維新、挫折からの決断」 
 

講 師 ： 桑 原 功 一 先生   渋沢史料館・副館長 
                       （北区王子） 

日 時 ： 2021 年８月 2８日（土）14 時～16 時 

場 所 ： 町田市民フォーラム・3 階ホール 
※（会場内「マスク着用」） 

内 容 ：大河ドラマ「青天を衝け」の主人公・渋沢栄一は、武蔵国榛沢郡血洗島村（現： 

埼玉県深谷市）の農民の家に生まれました。青年時代、尊王攘夷の実践を計画するも挫折。 

その後、一橋家の家臣を経て幕臣となり渡欧。維新後は、明治政府を経て、実業家となり、 

日本の近代的経済社会の基礎づくりに尽力します。激動の時代に翻弄され挫折を繰り返し 

ながらも、高い志を持って未来を切り開いていく姿を中心にお話しします。 
 

〔経 歴〕   
明治大学大学院博士前期文学研究科史学専攻修了。足立区立郷土博物館専門員、呉市海事歴史 

科学館（大和ミュージアム）学芸員を経て、2008年より渋沢史料館学芸員。現在、渋沢史料 

館副館長・学芸員。近年、渋沢史料館で担当した展覧会は、企画展「渋沢栄一と王子製紙株式 

会社―国家社会の為に此の事業を起す―」、企画展「私ヲ去リ、公ニ就ク―渋沢栄一と銀行業 

―」、収蔵品展「渋沢栄一と旧幕府関係者たち」など。 

 

〔専 門〕  
日本史学（近世史） 

  

〔主な著書〕 
『渋沢栄一 日本近代の扉を開いた財界リーダー』（宮本又郎編、共著、PHP研究所、2016年）。 

『日本の歴史を原点から探る―地域資料との出会い』（地方史研究協議会編、共著、文学通信、 

2020年）など。 

 

参加費 ：  500 円 

             定員 188 名 

          

主 催 ：まちだ史考会 

     会長  田澤 政和  
    ＜連絡先＞ 稲葉 723-5358 

          原澤 734-4522 

 

 
 


